
水性路面標示材速乾工法

ロードラインマーキュリードライサポート工法

水性ラインが即硬化！驚きの速乾性能！
レーンマーク施工管理要領 水性Ⅱ型適合

高速道路のレーンマーク施工管理要領で区分されている水性Ⅱ型に適合する水性路面標示速乾工法で、水性路面標示材
（ロードライン  マーキュリーH）を塗装後、塗膜表面に同幅でドライサポートをスプレーすることで、乾燥時間を著しく早めます。
ペイントマーカー車に専用の塗布装置を追加装備するか、台車等で装置を運び塗装後にドライサポートをスプレーします。
当工法で施工し、養生後、再び同工法により二層構造とすることで、レーンマーク施工管理要領 水性Ⅱ型に適合します。

マーキュリー ドライサポート工法ロードライン

■ レーンマーク施工管理要領 水性Ⅱ型的適合
　 ロードラインマーキュリードライサポート工法で施工し、養生後に
　 再び同工法により二重構造をとすることで、レーンマーク施工管理
　 要領 水性Ⅱ型に適合します。
■ 簡単施工
　 従来のペイントマーカー車にタンク式塗布装置を追加装備するか、
　 ライン施工の後ろからハンドスプレーで噴霧します。
■ 交通規制の早期解放
　 乾燥時間を早めるので、交通解放までの時間を短縮できます。
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標準仕様

標準施工手順

塗　料工 法 名

ドライサポート工法 160 L
（1ドラム）

ドライサポート

20 kg
（1箱）

容　量製 品 名

ドライサポート 20kg

荷　姿

ポリ容器
（外箱入り）

標準塗装仕様 容量・荷姿

※1　ロードライン マーキュリーＨ対象の速乾工法であり、その他の水性塗料では性能に問題が発生する恐れがあります。
※2　施工条件により30～50g/㎡の範囲内でお使いください。塗布量により性能が変わる場合があります。

材料の選定区分（参考資料）
レーンマーク施工管理要領（H29.7）より抜粋

使用材料の選定に当ってはの留意点は以下のとおりである。

スチールエッジ使用による除雪作業に対し、耐久性が高いレーンマーク
材料は確認されていないことから、経済性を考慮し、路面標示JIS規格型
（溶剤型（加熱型）や水性Ⅰ型）を使用する。

※1

施工後も外気温度5℃以上及び湿度85％未満の現地状況下で十分な養
生時間が確保できない場合には水性Ⅰ型及び水性Ⅱ型は使用してはい
けない。施工直後のみならず、施工後6時間先までの気象状況を十分に
見据えて使用する必要がある。

※2

水性Ⅱ型は、耐久性が向上し、ガラスビーズと塗料の固着力が強固である
ことから良好な夜間視認性が期待でき、VOC（揮発性有機化合物)成分は
少量で環境に優しく、すべり抵抗性も良好である。

※3

塗　料 硬化促進液 塗布量 装置

水性路面標示塗料　
【ロードライン マーキュリーＨ】※1 標準 ： 40g/㎡※2ドライサポート 専用塗布装置

一般地域

雪氷作業条件

路面標示JIS規格型
（JIS K 5665適合品）

溶剤型（加熱型）
水性Ⅰ型※2

重雪氷地域
（主にｽﾁｰﾙｴｯｼﾞによる除雪地域）

※1

路面標示標準型
（施工管理要領表-1材料規格適合品）

溶融型（噴射・ﾌﾛｰｺｰﾀｰ方式）
水性Ⅱ型※2，3

塗布装置準備

ドライサポート投入

ドライサポートについては、事前にご使用の装置に
より塗布量を確認する。

塗布装置にドライサポートを投入する。

ﾛｰﾄﾞﾗｲﾝマーキュリーの塗装 1回目を塗装する。

ドライサポートの塗布 標準塗布量40g/㎡（±10g/㎡）標準塗布量の範囲外
では適切な速乾効果が発揮されない場合がある。

インターバル 1回目の塗装完了から15分以上間隔を空ける。

路面清掃 現場に到着後、施工箇所の路面に汚れや埃が無い
よう、十分な清掃を行う。路面を乾燥させる。

墨出し・作図 墨出しや作図が必要な場合は確実に実施する。
位置を定め、ポイントを打つ。

ﾛｰﾄﾞﾗｲﾝマーキュリーの塗装 2回目を塗装する。

ドライサポートの塗布 標準塗布量40g/㎡（±10g/㎡）標準塗布量の範囲外
では適切な速乾効果が発揮されない場合がある。

乾　　燥 指触確認を行い、塗料が付着しないことを確認する。


